
第１７号議案

芦屋市消防団条例の一部を改正する条例の制定について

 芦屋市消防団条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。

令和４年２月１５日提出

                        芦屋市長 伊 藤  舞

提案理由

消防団員の処遇の改善を図ることを目的として消防団員の報酬等の基準が定められ

たことを踏まえ，消防団員の出動報酬に係る規定を設ける等のため，この条例を制定

しようとするもの。
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芦屋市条例第  号 

   芦屋市消防団条例の一部を改正する条例 

 芦屋市消防団条例（昭和２８年芦屋市条例第３６号）の一部を次のように改正する。 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と，改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については，次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは，当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正前部分のみ存在するときは，当該改正前部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは，当該改正後部分を加える。      

改正後 改正前 

（服務規律） （服務規律）

第６条 （略） 第６条 （略） 

２ 招集の命令を受けない場合でも，管内に災害（水火災又は地震

等の災害をいう。以下同じ。）の発生を知つたときは，出動指令

書に従い，直ちに出動し，服務しなければならない。 

２ 招集の命令を受けない場合でも，管内に水火災その他の災害の

発生を知つたときは，出動指令書に従い，直ちに出動し，服務し

なければならない。 

 （報酬）  （報酬） 

第１３条 団員の報酬は，年額報酬及び出動報酬とする。 第１３条  

２ 団員には，別表第１に定める額の年額報酬を支給する。 団員には，別表第１に定める額の報酬を支給する。 

３ 団員が災害，警戒，訓練等の職務に従事する場合においては，

別表第２に定める額の出動報酬を支給する。 

（費用弁償） （費用弁償） 

第１４条  第１４条 団員が水火災，警戒及び訓練に出動したときは，別表第

２に定める費用を弁償する。 
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改正後 改正前 

 団員が職務のため旅行するときは，その費用の弁償として，芦

屋市職員等の旅費に関する条例（昭和４１年芦屋市条例第１７

号）の規定を準用し，別表第３によつて旅費を支給する。 

２ 団員が職務のため旅行するときは，芦屋市職員等の旅費に関す

る条例（昭和４１年芦屋市条例第１７号）の規定を準用し，別表

第３によつて旅費を支給する。 

２ 前条に規定する報酬及び費用弁償は，消防団員個人に対し，活

動記録等に基づいて直接支給するものとする。 

別表第１（第１３条関係） 別表第１（第１３条関係） 

区分 支給単位 金額 摘要 

団長～班長 （略） （略） 

その他の団員 〃 36,500

区分 支給単位 金額 摘要 

団長～班長 （略） （略） 

その他の団員〃 36,000

別表第２（第１３条関係） 別表第２（第１４条関係） 

種類 基本額 加算額 

４時間以内 ４時間を超え 

８時間以内 

８時間を超える

１時間につき 

災害の職務に従

事したとき。 

１回 4,700円 １回 9,400円 1,200円

警戒及び訓練等

の職務に従事し

たとき。 

１回 4,000円 １回 8,000円 1,000円

食事を必要とし

たとき。 

 （略） 

種類 基本額 加算額 

４時間以内 ４時間を超え 

８時間以内 

８時間を超える

１時間につき 

水火災に出動し

たとき。 

１回 4,100円 １回 8,200円 1,000円

警戒及び訓練に

出動したとき。 

１回 3,200円 １回 6,400円 800円

食事を必要とし

たとき。 

 （略） 

附 則 

この条例は，令和４年４月１日から施行する。 
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参 照 

芦屋市消防団条例の一部改正要綱

１ 改正の趣旨 

消防団員の処遇の改善を図ることを目的として消防団員の報酬等の基準が定めら

れたことを踏まえ，消防団員の出動報酬に係る規定を設ける等のため，この条例を

制定しようとするもの。

２ 改正の内容 

(1)  消防団員の報酬を年額報酬と出動報酬の二種類とし，これまで消防団員が災害

等の職務に従事した場合に支給してきた費用弁償を，出動報酬として支給するよ

う改めるとともに，その額を次のとおり定める。 

（第１３条，第１４条及び別表第２関係） 

改正案 現行 

出動報酬 

災害の職務に従事したとき 

  ４時間以内     １回 4,700 円 

  ４時間超８時間以内 １回 9,400 円 

  ８時間超 １時間につき  1,200 円 

 警戒及び訓練等の職務に従事したとき 

４時間以内     １回 4,000 円 

  ４時間超８時間以内 １回 8,000 円 

  ８時間超 １時間につき 1,000 円 

食事を必要としたとき 

  ４時間につき１食として  800 円 

費用弁償 

水火災に出動したとき 

  ４時間以内     １回 4,100 円 

  ４時間超８時間以内 １回 8,200 円 

  ８時間超 １時間につき   1,000 円 

 警戒及び訓練に出動したとき 

４時間以内     １回 3,200 円 

  ４時間超８時間以内 １回 6,400 円 

  ８時間超 １時間につき   800 円 

 食事を必要としたとき 

  ４時間につき１食として  800 円 

(2) 消防団員のうち，その他の団員の年額報酬を次のとおり改める。 

（別表第１関係） 

改正案 現行 

団長          183,000 円 

副団長         103,000 円 

分団長          80,000 円 

副分団長                68,000 円 

部長                     58,000 円 

班長                     47,000 円 

その他の団員            36,500 円 

団長          183,000 円 

副団長         103,000 円 

分団長          80,000 円 

副分団長                68,000 円 

部長                     58,000 円 

班長                     47,000 円 

その他の団員            36,000 円 

17-4



(3) 報酬及び費用弁償は，消防団員個人に対し，活動記録等に基づいて直接支給す

る旨を明記する。（第１４条関係） 

(4)  その他規定の整理 

３ 施行期日 

令和４年４月１日 
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